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保健・医療分野で本県のおかれている現状（地理的現状）

●人口：1,312,317人  1 ●海岸線の延長：4,173km 
   （R2.10.1現在 国勢調査）                  （R3年度 海岸統計）※北海道に次いで全国第２位

●総面積：4,130.99平方km（離島約4割）  ●島の数：1,479のうち有人島72
（R4.10.1  全国都道府県市町村別面積調）      （R5.2.28国土地理院公表値）※周囲長0.1km以上

長崎県の県域は
ほぼ九州本土と同じ！

離島・半島地域、
中山間地域が多数
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保健・医療分野で本県のおかれている現状（社会的現状）

【出典】2000年～2020年は国勢調査。2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2015年推計値）
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人口構造の変化
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登録者数164,055名
（2023年6月19日）

37施設（2023年5月末）

366施設（2023年5月末）

周産期医療支援ｼｽﾃﾑ・遠隔画像診断ｼｽﾃﾑ 等

地域医療連携ネットワークシステム 「あじさいネット」



離島医療
研究所

iPad
伊福貴診療所

黄島出張診療所

医師

患者
看護師
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嵯峨島出張診療所

三井楽診療所

iPad

患者
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薬剤師

iPad

桜町調剤薬局

『住み続けたい』を支える離島・へき地医療サポートモデルの構築

医師

iPad

※R2~4年度実施

① 医師不在のとき
② 船が欠航したとき

※R2~活用中

五島（福江島）におけるオンライン診療

長崎大学

五島中央病院



＃7119 救急安心センタｰ事業

必要時に紹介

急な発熱

ケガ・不安

受診先不明
不安軽減

軽症での受診減

県民の皆様等

オンライン診療
＃8000 こども医療電話相談

平日18時

日祝終日

病院・診療所

大人の方 お子さま

救急電話相談・電話案内の機能強化

相談

不安解消

受診判断

時間外

時間外受診・救急外来受診

緊急時に紹介

＃7119 ・＃8000 におけるＩＣＴの活用（時間外のオンライン診療）※検討中
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デジタル化を必要とする福祉保健行政の実務の状況

◆法律や国の制度に基づく事業の割合が高く、
事業数や補助金・委託件数は、県庁内で最も多い

◆福祉保健部職員の時間外勤務は、
県庁内部局平均の約２倍（令和３年度）

◆高齢化・支援ニーズの多様性化等による施策強化に伴い
新たな業務が増加（高齢者の権利擁護、ケアラー支援、
発達障害児・者支援、孤独・孤立対策など）

保健・医療行政の業務デジタル化の取組



指定難病医療費受給者証更新事務のデジタル化

毎年約１４,０００件におよぶ指定難病医療費受給者証の更新申請等の効率化を
目指したデジタル部署との連携によるＤＸツールの活用促進

⇒令和５年度 連携協議
令和６年度 ＤＸツール導入・部内類似業務への横展開

福祉保健部

デジタル部署へ相談

業務デジタル化による
業務の効率化・省力化

業務の繁忙やノウハウ不足に
よりデジタル化の検討が困難

デジタル部署との連携協議に
よるデジタル化業務の検討

福祉保健部＆デジタル部署

ＤＸツール等の提案

保健・医療行政の業務デジタル化の取組



保健所業務のデジタル化

新型コロナウイルス感染症への対応をはじめ、保健所業務の効率化を図るため、
デジタル技術を活用した以下の取組を実施
◆公表資料等作成ツールの構築 ◆疫学調査システム等の導入
◆電子黒板などのＩＣＴ環境の整備

ＨＥＲ-ＳＹＳ
（新型コロナウイルス
感染者等情報把握・
管理支援システム）

ＩＣＴ環境の
整備による
業務効率化

疫学調査
システム

資料
作成
ツール

※重症化リスクの
高い高齢者等へは
これまでどおり保
健所から電話連絡

ＨＥＲ-ＳＹＳと導入
システム等を連携

医療機関

感染者の基礎情報
データ入力

疫学調査
ＳＭＳ
システム

公表資料等の
自動作成

感染者の各種データ

※ＣＳＶ形式

ＳＭＳにて第一報の連絡

紙ベースで行っていた
疫学調査をデジタル化

電話番号データと連携

保健・医療行政の業務デジタル化の取組
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▶離島やへき地などどこに住んでいても

誰でも必要な医療が受けられる

～デジタル化の促進により地理的・地勢的不利を克服

▶県民が医療においてのウェルビーイングを実感

保健・医療分野におけるありたい姿（未来の理想像）

「どこでも誰でも医療」が叶うまち

【今後具体化していきたい取組】
・高齢者施設でのオンライン医療相談
・PHRの活用
・医療公費負担手続きの電子申請化
・全公的病院におけるオンライン外来の実施 など
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